
８無気肺を呈するのはどれか。２つ選べ。

ａカルチノイド

ｂ肺馬平上皮癌

ｃサルコイドーシス

ｄ特発性器質化肺炎

ｅ肺リンパ脈管筋腫症

毎
魁

2011(H23)年度6年生総合試験問題

６失神を来す疾患はどれか。

ａ大動脈弁閉鎖不全症

ｂ三尖弁閉鎖不全症

ｃ心室に|'隅欠損症

ｄ大動脈弁狭窄症

ｅ収縮性心膜炎

１劇症肝炎について正しいのはどれか。

ａ腹部ＣＴで肝腫大が見られる。

ｂ生体肝移植の適応にはならない。

ｃラクツロースの投与は禁忌である。

ｄ亜急性型は急性型より救命率が低い。

ｅ最も多い原因はＡ型肝炎ウイルスである。

７発症後１時間の脳梗塞の治療で、ｔ－ＰＡの適応でないのはどれか。

ａ５か月前に脳梗塞の既往あり

ｂ半年前に交通事故で、頭部外傷の既往あり

ｃ十二指腸漬傷で８か月前に消化管出血の既往あり

ｄ２０分後に急速に意識が回復し、失語と片麻嘩怪快

ｅ収縮期血圧200ｍｍＨｇ（降圧薬使用してl80mmHg）

２正しいのはどれか。

ａＱ熱に対してβラクタム系抗菌薬は有効である。

ｂクラミジア肺炎の診断にはPPLＯ寒天培地を用いる。

ｃクラミジア肺炎はヒトからヒトへの飛沫感染で伝播する。

。クラミジア肺炎の補助診断として寒冷凝集素価の測定を用いる。

ｅマイコプラズマ肺炎に対してβラクタム系抗菌薬は有効である。

『

３正しいのはどれか。

aPrader-Willi症候群は性早熟症を呈する。

ｂ先天性副腎皮質過形成はＸ染色体連鎖劣性遺伝病である。

ｃ常染色体均衡型相互転座保因者は反復流産を惹起しない。

ｄ高齢出産は１３トリソミーの発生増加のリスク要因となる。

ｅ２１番と１４番染色体のロバートソン型転座保因者にＤｏｗｎ症児は生まれない。

ｇＴｕｍｅｒ症候群に認められる診察所見はどれか。２つ選べ。

ａ女性化乳房

ｂ高身長

ｃ外反肘．

ｄ翼状頚

ｅ鳩胸

４卵子の減数分裂について正しいのはどれか。

ａ所要時間は第二が長い。

ｂ１つの二倍体細胞から4つの一倍体細胞が生ずる｡

ｃ終了時には極体は２つ存在する。

ｄＬＨサージは第２減数分裂停止を解除する。

ｅ精子は第一の後期に卵子に侵入する。

１０急性尿細管間質性腎炎で見られるのはどれかＣ

ａ腎動脈狭窄

ｂ肉眼的血尿

ｃ尿蛋白３８９/日

ｄ腎臓超音波検査で腎萎縮

ｅガリウムシンチグラフイーで腎臓に集積

５食道癌について誤っているのはどれか。

aBarrett上皮は腺癌の発生母地となる。

ｂ表在型食道癌の診断にヨード染色法は有用である。

ｃアルコール多飲は食道癌のリスクファクターとなる。

ｄ日本においては食道癌の多くは馬平上皮癌が占めている。

ｅ早期食道癌は癌浸潤が粘膜下層にとどまりリンパ節転移の有無を問わない。

－２０１－２－－２０１－１－
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１６広場恐怖について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ強迫性障害との合併が多い。

ｂパニック障害を伴うことが多い。

ｃ被害関係妄想が存在することが多い。

ｄてんかんの合併が多い。

ｅ回避行動がみられることが多い。

１１ヘリコバクター・ビロリ除菌の適応とならないのはどれかc

aBrunner腺腫

ｂ十二指腸潰蕩

ｃ胃ＭＡＬＴリンパ腫

ｄ特発性血小板減少性紫斑病

ｅ早期胃猫に対する内視鏡治療後

１７紅皮症を起こしやすいのはどれか。３つ選べ。

ａ菌状息肉症

ｂ多形惨出性紅斑

ｃ毛孔性紅色枇糠疹

ｄアトピー性皮膚炎

eGidert蕎蔽色枇糠疹

１２母乳を介した母子感染を引き起こす可能性が最も高いウイルスはどれか。

ａ麻疹ウイルス

ｂムンプスゥイルス

ｃ風疹ウイルス

．サイトメガロウイルス

ｅパルポＢ１９ウイルス

１８単発性腎愛胞について誤っているのを選べ。

ａ高齢者に多い。

ｂ無症状であることが多い。

ｃ治療対象になる事は少ない。

ｄＣＴでは動脈相でhighdensi句に写る。

ｅ超音波やＣＴで偶発的に発見されることが多い。

１３吸引および紺子分娩をおこなう条件で、正しいのはどれか。２つ選べ、

ａ反屈位である。

ｂ児頭が陥入している。

ｃ必ず破水をしている。

ｄ児頭骨盤不均衡がない。

ｅ後方後頭位または低在横低位である。

１９すべてのβ‐ラクタム系抗菌薬が無効であるのはどれか。２つ選べ。

ａＣ”ifひcOcczzsﾌzeqんγ加ａ７ｚｓ

ｂＨｚ”f””"s""e7zz“

ｃ幻c6sie"α’Zgz”Ｏ７ｚｚａｇ

ｄ”c”Jａｓ"ｚａｐ"gz""o"ｚａｇ

ｅＳｵγ”tocOcczJs”g”20"2“

１４石綿（アスベスト）ばく露の健康影響について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａアスベストは遊離ケイ酸粉じんである。

ｂ肺がん発生に喫煙は相乗的に関与する。

ｃ石綿肺は胸部エックス線写真で上肺野の粒状影を呈す。

ｄ胸膜の局所的肥厚（プラーク）は石綿繊維吸入を示す所見である。

ｅ悪性胸膜中皮腫は石綿肺を生じるより高濃度の石綿吸入により発生する。

２０アユの生食による感染が多いのはどれか。

ａ回虫

ｂ横川吸虫

ｃアニサキス

ｄ広節裂頭条虫

ｅウェステルマン肺吸虫

１５小脳橋角部腫傷と頭部ＣＴ所見の組合せで正しいのはどれか。３つ選べ。

低吸収域

I頭骨錐体部の骨硬化像

雨

凸Ｆ
唾

ａ１.''１，延Ⅱ多

ｂ顔面神

ｃ転移性

ｄ髄膜腫

ｅ聴神経

石灰化顔面神経鞘腫

転移性脳腫傷

{1１

影剤による造影の非効果造

聴神経腫傷

－２０１－３－

内耳道の拡大

－２０１４－
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２３３３歳の男性。喫煙３０本／日。自然気胸で近医を受診し、安静にて改善したが、胸部エックス線

検査で異常陰影を指摘されて受診した。経気管支肺生検で呼吸細気管支領域を中心にランゲルハ

ンス細胞の結節性の増殖を認め、一部は褒胞形成を呈していた。胸部エックス線写真と胸部ＣＴ

写真肺野条件気管分岐部レベルを示す。

適切な治療はどれか。

ａ禁煙

ｂ抗結核薬

ｃ吸入ステロイド薬

．ペニシリン系抗菌薬

ｅ胸腔持続ドレナージ

21排卵期におこなう不妊検査はどれか｡2つ選べＣ

ａ卵管通気法

bHuhner試‘験

ｃ頚管粘液検査

ｄ子宮内膜日付診

ｅ結核菌培養

２２１３歳の男子。学校検尿で血尿を指摘され、前医で尿検査、血液検査を行ったところ、肝機能障

害が疑われたため来院した。身長1675ｃｍ、体重48.1ｋｇ，明らかな自覚症状はなく、腹部は触診

上平坦・軟で肝臓は触知しなかったが、腹部エコーで肝右葉が萎縮し、内部反射が粗雑であり線

維化の所見を認めた。

血液生化学所見：ＡＳＴ１１２１Ｕ/ｊ、ＡＬＴ１７２１Ｕ/Z、ＡＬＰ８９４１Ｕ/J、γ-GTP441U/ﾉ、ＣｈＥｌ６９１Ｕ/ﾉ、

ＬＤＨ３５９Ｕ/Z、ＴＴＴ７．６Ｕ（基準値０～5)、ＺＴＴ３３Ｕ（基準値４～12)、血清銅27嬉/dＪ（基準値：

７０～130）、セルロプラスミン６ｍｇ/dＪ（基準値20以上）

尿所見：蛋白（一)、潜血２＋、赤血球沈湾10-19、尿中銅排世257.4βg/日（基準値１００未満）

眼所見を示す。

この疾患でみられないのはどれか。

－２０１－５－
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aKayser-Fleischer角膜輪

ｂ白内障

ｃ頭部MRIで両側基底核病変

ｄ血清尿酸の高値

ｅ血小板減少
胸部エックス線写真
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２５６か月の乳児。昼過ぎからぐずりだし､ミルクの飲みが悪くなった。夕方からは吐くようになった。

さらに、夜中になり血便が出現し、母が心配し、夜間急病センターを受診した。受診時の腹部の

２４２８歳の男性。生来健康。３か月前から下腿皮膚に赤い斑点が出たり消えたりしていたが、痛み

が無かったので放置した。２日前から下腿の赤い斑点が急に増加して、膝の上まで広がってきた

ので来院した。体温36.8℃･血圧138/９０ｍｍＨｇ・頭頚部、胸部に異常なし。大腿部下半から下

腿の皮疹を示す。検査所見：尿所見、蛋白２＋、潜血３＋、沈澄：赤血球30-60／１視野、白血球

１－２／１視野、赤血球円柱十。血液生化学所見：アルブミン３６９/dﾉ、クレアチニン１．２ｍｇ/dJ。腎

生検光顕所見（マツソン染色、400倍)、蛍光抗体法IgA染色所見（400倍）を示す。

所見を示す。
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腹部の所見

診断はどれか。

ａループス腎炎

ｂ紫斑病性腎炎

ｃ顕微鏡的多発血管炎

ｄ抗リン脂質抗体症候群

ｅグッドパスチャー症候群
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－２０１－８－

晋生検光顕所見（マッソン染色、４００倍）

鹿画一一

－２０１－７－

大腿部下半から下腿の皮疹

蛍光抗体法IgA染色所見（400倍）

この疾患について正しいのはどれか。

ａ注腸整復を行う。

ｂ感冒症状が先行する。

ｃ原因は先天‘性である。

ｄ整復できれば手術は不要である。

ｅ恢頓は幼児期に発症することが多い。
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２８７２歳の男性。自宅は山間部にある。３日前より、38℃の発熱､悪寒を生じ来院した。顔面､体幹、

四肢に紅斑を認め､両側眼球結膜の充血､有痛'性の頚部ﾘﾝバ節腫脹がみられた｡

２６６歳の女児。４月下旬､右腸骨部に皮下出血が出現した。５月上旬から食欲低下､38℃台の発熱、

鼻出血が出現し、前医にて感冒の診断にて加療を受けたが、軽快しなかった。当院再診時の末梢

血検査は、ＷＢＣ3,900／mm3、Ｈｂ７５ｇ/dZ、血小板1.9万/mm3であった。肝牌腫大はなく、前胸

部と腹部に淡い出血斑を認めた。骨髄血塗抹May-Giemsa染色標本を示す。

この疾患で認められないのはどれか◎

圏､;Ｉ
ａＡｕｅｒ小体

診断はどれか。

ａ麻疹

ｂ顎口虫症

ｃつつが虫病

ｄ伝染性紅斑

ｅ伝染性膿痴疹

蹄１

１【、Ｅ

Ｉｌ

腹部ＣＴ写真

ａ臓炎が疑われる。

ｂ肝転移が疑われる。

ｃアルコール性が最も多い。

ｄ陣頭十二指腸切除術が勧められる。

eGemcitabineによる治療が勧められる。

ｂｌ５；１７転座

ｃアズール穎粒

ｄ播種性血管内凝固症候群

ｅぺルオキシダーゼ染色陰性

－２０１－１０－

NＱ

－２０１－９－

凸

２９６８歳の男性。糖尿病で経過観察されていたが３か月前から腹痛が出現し徐々に増強した。食

欲も低下し、血糖のコントロールも不良になったため来院した。喫煙は１０本／日。飲酒はビー

ル３５０，J/日。意識は清明。体温37.6℃・脈拍88/分、整。血圧140/８０ｍｍＨｇ。血液所見：赤血

球366万、Ｈｂｌ３５ｇ/dJ、白血球7,700、血小板25万。血液生化学所見：総ビリルピン３．０ｍｇ/dJ、

直接ピリルピン２２ｍｇ/dZ、ＡＳＴ７５１Ｕ//、ＡＬＴ８９１Ｕ/Z、ＡＬＰ３５８１Ｕ/Ｉ（基準値130～240)、

γGTP3701U/Ｚ（韮準値45～70)、空腹時血糖２１０ｍｇ/ｄｊ、ＡＭＹ１１８ＩＵ/』（基準値40～130)。免

疫学検査:CAl9-9375IU/Z(基準値37以下)､ＣＥＡ９．１，９/ｄｊ(基準値５以下)。腹部ＣＴ写真を示す。

正しいのはどれか。２つ選べ。

h

骨肺巾塗抹May-Giemsa染色標本

２７４７歳の女性。中高生の頃から頭痛に悩んでいた。ｌか月前、日中に視野の右側の中心付近が白

く輝き、やがてそれが右視野の外側まで拡がり、２０分前後で視野が正常に回復することがあった。

この時は右眼、左眼のいずれでも右側視野が異常で、視野が回復した後は頭痛がしたという。そ

の後無症状だったが、昨夜夕食中に視野の右側が見えなくなり、「白い輝き」は無かったが、２０～

３０分間で回復し、その後に頭が痛くなったため心配になり来院した。脳波検査と頭部MRIで特記

すべき異常は指摘されなかった。

病巣部位として考えられるのはどれか。

ａ左水晶体

ｂ左視神経

ｃ左破裂孔

ｄ左歯状核

ｅ左後頭葉
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３１６８歳の男性。以前より腰痛で近医に通っていた。健康診断にて貧血を指摘され繍査目的に来院

した｡最近は､徐々に食欲が低下し､労作時息切れも感じるようになっていた｡血液検査所見を示す。

白血球5,900、赤血球278万、ヘモグロビン８５９/dJ、ヘマトクリット２６．１％、血小板17.1万、総

蛋白１０．２９/ｄｊ、アルブミン３．６９/dJo尿所見：蛋白２+、潜血（一)、糖（一)、血清蛋白分画の電

３０６２歳の男性。５年前より高血圧と脂質異常症を指摘されていたが放置していた。３日前より日

中労作時に冷汗を伴う胸部圧迫感が出現するようになったが安静にて軽快していた。本日午前９

時半ころ、自宅の庭を掃除中に同様の症状が出現。安静にて症状軽快せず、持続するために当院

救急外来を受診した。来院時の心電図と、引き続き行われた緊急処慨で得られた検体を示す。

正しいのはどれか。

ａ動脈硬化性粥腫の破綻が原因である。

ｂ再発予防にワーファリンが有用である。

ｃ検体は左心耳内に形成されたものである。

ｄ検体は全身麻酔下に摘出されたものである。

ｅ今後恒久的ペースメーカーの植え込み術が必要である。

気泳動像を図に示す。

この症例に予想される所見として、誤っているのはどれか。２つ選べ。

ａ骨融解像

ｂ破砕赤血球の増加

ｃ低カルシウム血症

．高クレアチニン血症

ｅ高β２ミクログロブリン血症

－２０１－１１－
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３２７９歳の男性。慢性閉塞性肺疾患にて長時間作用型吸入抗コリン薬を吸入し安定していた。３日

前より感冒症状が出現、昨日から膿性の疲を伴う咳鰍、呼吸困雌を認め外来を受診した。経皮酸

素飽和度（SpO2）８４％・胸部聴診上全肺野でwheezesを聴取。経鼻カヌラで酸素を０．５J/分より

投与を開始した。

この後、投与する薬剤として誤っているのはどれか。

ａ抗菌薬

ｂ鎮咳薬

ｃ経口ステロイド薬

ｄ経口テオフイリン薬

ｅ短時間作用型吸入β刺激薬

３３２８歳の男性。頭痛を主訴に来院した。６年前より他診にて尿蛋白、尿潜血反応陽性であった

が放置。半年ほど前より夕方の後頚部痛を自覚するようになった。来院時、体温362℃、血圧

168/９８ｍｍＨｇ、意識清明、神経学的異常所見なし。尿蛋白２＋、尿糖（一)、尿潜血２十．沈溢：

赤血球10-20／ｌ視野、白血球1-2／ｌ視野、頚粒円柱十。血液生化学所見：総蛋白７．３９/dJ、アル

ブミン３．７９/dﾉ、尿素窒素２２ｍｇ/dﾉ、クレアチニン１２ｍｇ/ｄｊ。腎生検ＰＡＭ染色標本（400倍）

と蛍光抗体染色（IgA）標本（400倍）を示す。

この疾患の予後の指標となるのはどれか。２つ選べ。

ａ血圧

ｂ年齢

ｃ尿潜血

ｄ血滴IgA値

ｅ血清クレアチニン値
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腎生検ＰＡＭ染色標本（400倍） 蛍光抗体染色（IgA）標本（400倍）
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

排便時の出血、排便時の虹門からの腫癌脱出を認め来院した。痩痛は認めない。３４５２歳の男性。排便

虹門部の写真を示す。

診断はどれか。

ａ裂虹

ｂ痔痩

ｃ内痔核

ｄ血栓性外痔核

ｅｌ江門周囲膿癌

旺門部の写真

－２０１－１４－



ａ直腸が好発部位である。

ｂ成長障害をきたしやすい。

ｃ上部消化管病変は認めない。

ｄ１０歳代前半が好発年齢である。

ｅ病理像は腸粘膜および粘膜下層を中心とするｃ

『
2011(H23)年度6年生総合試験問題

３６４５歳の女性。０経妊０経産。昨年まで生殖補助医療を受けていたが、今は治療を中断して自然

妊娠を目指している。数か月前から発汗やのぼせが起こるようになり基礎体温は低温一相性のこと

が多くなった。ＦＳＨとＬＨはともにやや上昇し、エストラジオールは低値であった。血圧124/６２

mmHg・血液生化学所見:ＴＳＨｌ５〃IU/ｍノ（基準0.3-4.0)、F-T328pg/ｍノ（基準2.5-4.3)､F-T41，４

，９/dノ（基準1.0-1.8)。

正しいのはどれか。

ａクロミブェン療法が効果的である。

bhMG-hCG療法が効果的である。

ｃプロラクチン値を測定する必要がある。

ｄ下垂体腫傷の可能性がある。

ｅ卵巣機能が低下している。

１０歳の女児。１年前より痔班を認めていた。３か月前より水様性下痢が出現し、腹痛を伴うた

め来院した。身長130.5cm、体重２２ｋｇ、体温36.5℃、眼臓結膜は蒼白、腹部は平坦で軟、腸嬬

動はやや元進しており、膳周囲部から右下腹部にかけて圧痛を認めた。便培養は正常細菌叢。肉

眼的血便はないが、便潜血反応は陽性であった。大腸内視鏡検査を行い、回腸末端部、横行結腸、

直腸にびらんと潰傷を認めた。回腸末端部の内視鏡写真と組織像を示す。

この症例について最も適切なのはどれか｡

侶彊

Ｆ
＆

３７５５歳の男性。疲労感と意欲低下を主訴に妻に伴われて来院した。３か月前に職場で配置転換と

昇進があったころから、疲労感と食欲不振とを自覚し、体重が５kgほど減少した。寝つきは良い

が夜中に何度も目覚めてしまう。責任の重さが負担となり、将来を悲観している。特に朝は気分

がすぐれず、夜は気持ちが比較的楽になる。家にいるときも思い悩んでばかりいて、すっかり笑

顔が消えてしまった。最近は「自分がいると家族が不幸になる」「いなくなりたい」と訴えること

が多くなった。

正しい対応はどれか。２つ選べ。

ａ気分調整薬が第一選択である。

ｂ精神分析療法を始める。

ｃ脳の画像診断を直ちに行う必要がある。

ｄ希死念慮の有無を確認する必要がある。

ｅ「がんばって様子をみましょう」と励ます。

内視鏡写真

－２０１－１６－

組織像

－２０１－１５－
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

３９６０歳の女性。lか月ほど前から頭痛や耳鳴り、両眼の視力低下を自覚し、徐々に進行してきた

ため来院した。視力は熔正にて右0.6、左0.5、眼圧は右１７ｍｍＨｇ、左１８ｍｍＨｇ・両眼ともに軽

度の充血と、前房内には炎症所見を認めた。眼底所見、蛍光眼底検査の所見を示す。

その他に認められる所見はどれか。２つ選べ。

ａ皮膚の白斑

ｂ針反応陽性

ｃ無菌性髄膜炎

ｄ外陰部潰傷

ｅ両側肺門リンパ節腫脹

３８１７歳の女子。約１か月前より顔面の紅斑が出現したため来院。手指の紅斑および口腔内の潰傷

を認めた。採血検査にて白血球減少、低袖体血症、抗核抗体陽性を認めた。顔面の写真を示す。

皮層病理組織の蛍光抗体直接法所見について正しいのはどれか。

ａ表皮細胞間に袖体の沈若を認める。

ｂ表皮細胞間にIgAの沈着を認める。

ｃ表皮細胞核にIgGの沈着を認める。

ｄ表皮真皮境界部にIgGの沈着を認める。

ｅ真皮乳頭層の血管壁にIgAの沈着を認める。
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眼底所見 蛍光眼底検査の所見顔面の写真

４０５５歳の男'性。若い頃から胃潰傷の再発を繰り返していた。血液検査および迅速ウレアーゼテス

ト陽性のため除菌療法を行ったが除菌できなかった。このため二次除菌療法を行い除菌に成功し、

以後漬傷の再発は消失した。

除菌療法に用いないのはどれか。

ａアモキシシリン

ｂメソトレキサート

ｃメトロニダゾール

．クラリスロマイシン

ｅプロトンポンプ阻害薬
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

４２６８歳の男性。１か月前から、話をしなくなり、物忘れが目立つようになった。２週間前、夜間

尿失禁したため、妻が着替えさせようとしたら、妻の首を絞めようとしたため、精神科へ入院した。

しかし、その後、殆ど発語がなくなり、意味不明な言葉を発するようになった。１週間前から経

口摂取不能となり、四肢にピクピクする不随意運動が出現し、臥床状態となったため、当院へ転

院した。入院時の頭部MRI拡散強調画像を示す。

最も考えられる疾患はどれか。

ａＭＥＬＡＳ

ｂ心原性脳塞栓症

ｃ中枢神経リンパ腫

ｄ単純へルペス脳炎

eCreutzfeldt-Jakob病

４１６５歳の男性。lか月前から労作時息切れを自覚するようになった。数日前より、就寝後１～２

時間経つと息苦しさを感じ、布団の上で起き上がると呼吸が楽に感じた。来院時の胸部エックス

線と心電図を示す。

直ちに行うべき検査はどれか。

ａトレッドミル運動負荷心電図

ｂ動脈血酸素飽和度

ｃ呼吸機能検査

．冠動脈造影
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

４５４２歳の男性。父親が心筋梗塞で亡くなっている。狭心症発作のため入院した。アキレス健の

肥厚あり。入院翌日の空腹時血液検査で、総コレステロール３４０ｍｇ/ｄｊ、トリグリセライド１０８

ｍｇ/dZ、ＨＤＬ-コレステロール３５ｍｇ/dﾉ。

この患者について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａLDL受容体の異常

ｂＩＩａ型高脂血症

ｃｌｌｂ型高脂血症

ｄＶ型高脂血症、

ｅ複合型高脂血症

４３５２歳の男性。６か月前から動惇と息切れを自覚したため来院した。脈拍８５/分、整。血圧

127/７８ｍｍＨｇ・四肢に少数の紫斑を認める。頚部リンパ節は触知しない。眼臓結膜に貧血を認め

るが、眼球結膜に黄染はない。心音と呼吸音とに異常を認めない。腹部は平坦、軟で、肝,牌を

触知しない。血液所見：赤血球198万、Ｈｂ６５ｇ/dJ、Ｈt２２％、白血球21300（分葉核好中球66％、

好酸球１％、好塩基球３％、リンパ球30％)、血小板４５万。血清生化学所見：総蛋白６．０９/dj、総

ピリルピン０．６ｍｇ/dI、ＡＳＴ２４１Ｕ〃、ＡＬＴ３０１Ｕ/Ｉ、ＬＤＨ７７０ＩＵ/ノ（基準176～353)。骨髄鉄染

色標本の写真を示す。

この疾患について適切なのはどれかＣ

ａ若年者に多い。

ｂ無効造血をきたす。

ｃ白血病に移行することはない。

dPhiladelphia染色体がみられる。

ｅ分化誘導療法の有効性が高い。

ｑ

麺、､

４６３０歳の女性。生来健康。３年前の健診から高血圧を指摘されるようになった。様々な降圧薬を

服用したが正常血圧の維持が困難であるため高血圧の原因精査を目的に来院。

現症；意識は清明。身長１６０ｃｍ、体重４８ｋｇ･脈拍７２／分、整。血圧170/ｌｌＯｍｍＨｇｏ甲状腺

腫大なし。胸部；心音純、肺野清、腹部；膳部よりやや左側に血管雑音聴取。その他異常

なし◎

下腿浮腫なし。

尿所見；蛋白（一)、血尿（一)、糖（一)、沈澄異常なし。

血液生化学；血糖９６ｍｇ/dJ、総蛋白７９/dJ、アルブミン４．２９/dJ、尿素窒素１４ｍｇ/ｄｊ、クレア

チニン０．７ｍｇ/dJ、Ｎａｌ４１ｍＥｑ/ｊ、Ｋ３２ｍＥｑ//、ＣｌｌＯ５ｍＥｑ/j、腹部超音波：腎

長径は、左腎は８５ｃｍ、右腎は１１ｃｍ･選択的左腎動脈造影の結果を示す。

異常値が予測されるのはどれか。２つ選べ。

骨髄鉄染色標本の写真

４４５０歳の男性。乾性咳鰍と息切れを主訴に来院した。半年前よりセキセイインコを飼い始めた。

３か月前から乾性咳鰍が出現し、１か月前から階段を上ると息切れを自覚するようになった。喫

煙歴はない。身長172ｃｍ、体重６５ｋｇ・体温36.4℃･脈拍７２/分、整。血圧128/８０ｍｍＨｇ・心

音に異常を認めない。両側全肺野でHnecracklesをかすかに聴取する。血液学検査：白血球

9,800（拝状核好中球３％、分葉核好中球48％、好酸球４％、好塩基球１％、単球６％、リンパ

球３８％)。血液生化学検査：総蛋白７．２９/dZ、アルブミン３．７９/dﾉ、ＡＳＴ２４１Ｕ//、ＡＬＴ２２１Ｕ/J、

LDH3561U/J(基準176～353)、ＡＬＰｌ８２１Ｕ/J(基準115～359)。ＣＲＰ0.2ｍｇ/ｄｊ。β-,-グルカン

l2pg/mﾉ(基準20以下)。ツベルクリン反応陰性。

原因の同定に有用なのはどれか。

ａ経気管支肺生検

ｂプリックテスト

ｃ血清沈降抗体検査

ｄ抗原特異IgE抗体

ｅヒスタミン遊離試験

－２０１－２１－

ａ甲状腺刺激ホルモン（ＴＳＨ）

ｂ抗利尿ホルモン（ＡＤＨ）

ｃ血擬レーン活性（PRA）

．コルチゾール

ｅアルドステロン

'へ
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選択的左腎動脈造影
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

４９２７歳の女性。５７歳になる父親がHuntington病と診断されたが、遺伝子解析は行われていない。

遺伝性の難病と聞き、女性は５歳の息子の発症を心配して来院した。

正しいのはどれか。

ａ息子の遺伝子解析を実施する。

ｂ女性の遺伝子解析を実施する。

ｃ父親の遺伝子解析を実施する。

ｄプライバシーに配慮し詳細な家族歴の聴取は控える。

ｅ知らないでいる権利を尊重し遺伝カウンセリングは実施しない。

４７３２歳の男性｡同性愛者｡発熱と呼吸困雌を主訴に来院した。２年前にヒト免疫不全ウイルス(HIV）

感染を指摘されたが通院していない。２か月前より労作時の息切れと乾性咳鰍が出現し、１週間

前から386℃の発熱と呼吸困難が出現した。ＣＤ4陽性Ｔリンパ球数は１６/）』Z(基準:800～1POO)、

HIV-RNA壁は5.6×lO5copies/ｍノ（基準：＜２０×１０）であった。セフェム系抗菌薬、マクロラ

イド系抗菌薬を投与されたが症状の改善はない。

可能性が高いのはどれか。２つ選べ。

ａマイコプラズマ肺炎

ｂニューモシスチス肺炎

ｃ肺結核

ｄクラミジア肺炎

ｅレジオネラ肺炎

５０３６歳の３経妊０経産婦。妊娠36週まで､低用量アセチルサリチル酸を内服していた。３９週１日、

陣痛発来し２日後に２，８５０９の児を娩出した。分娩後、出血が急激に増加し、胎盤娩出１０分後ま

での出血量は約1,500ｍﾉであった。血管ルートを確保し、輪状マッサージとオキシトシンの静脈

内投与および大量の輪液をおこなった。脈拍：１４０回／分、血圧：８０/40ｍｍＨｇ。

正しい処置はどれか。

ａ新鮮凍結血蕊の投与はおこなわない。

ｂ子宮頚管の裂傷は恥骨側と尾骨側に多い。

ｃ血液検査の結果を確認しないで、輸血の準備をする。

ｄアセチルサリチル酸の内服で出血が増加することはない。

ｅメチルエルゴメトリンの静脈内投与は、すべての産婦に有効である。

４８２７歳の女性。食事の際に胸につかえる感じを主訴に来院した。数年前から食物のつかえ感が出

現し、１年前から時々暇吐するようになった。lか月前から頻繁にⅡ厘吐するようになり、呼吸苦

が出現した。体重は最近１年間で３kg減少した、腹部は平坦、軟で圧痛を認めない、上部消化管

内視鏡検査では食道の拡張と食道内に食物残置を認める。上部消化管造影写真を示す。患者は治

療を希望している。

－２０１－２３－

治療法として適切なのはどれか。

ａ下部食道切除術

ｂ噴門形成術（Nissen法）

ｃ消化管運動促進薬投与

ｄプロトンポンプ阻害薬投与

ｅ下部食道筋層切開術（ＨｅⅡer法）

Nｏ．

５１８８歳の女性。在宅療養、寝たきり。往診時、仙骨部に裾措を発見した。感染の徴候や骨の露出

は認めず、創面は良好な肉芽に覆われていた。

樽痘管理として適切でないのはどれか。

ａ栄養管理

ｂ体位交換

ｃ入浴の禁止

ｄ創の局所処置

ｅ新たな揮婿予防

6l

b２

脚)L

GA1l

A11T

上部消化管造影写真

－２０１－２４－



５３６８歳の男性。２週前より坂道や階段を登ると胸痛を自覚するようになった。それ以後、散歩中

に坂道を登ると毎回のように胸痛が出現したが受診しなかった。本日はテレビをみていたところ

同様の胸痛を自覚し、救急車を要請した。救急車を要請した後、自然に胸痛は消失し（今回の胸

痛持続時間は20分程度)、外来到着時も胸痛はなかった。心電図ではＳＴ変化やブロックなどの異

常所見は認めなかった。血液検査所見ではCKl291U/ｍｊと正常範囲であった。

次に行うもので適切でないのはどれか。２つ選べ。

ａ運動負荷検査

ｂ心電図モニタ

ｃ胃内視鏡検査

ｄ心臓超音波検査

ｅ５時間後のＣＫ検査

ＪＦ
腿

2011(H23)年度6年生総合試験問題

５５６３歳の男性。臨床病期ＩＡ期の左肺腺癌に対し左下葉切除術及び縦隔リンパ節郭清が行われ、経

過良好にて術後１辿間で退院した。退院１週間後に息切れを自覚し来院した。全身状態は良好。

体温36.3℃･呼吸数１４/分。脈拍70/分、整。血圧130/７０ｍｍＨｇ･心音に異常を認めない。血液

所見では赤血球408万、Ｈｂｌ３２ｇ/dI、Hct37％、白血球8,000/ｍｍ３であった。胸部エックス線写

５２７０歳の男性。２年前からの腰の痛みを主訴に来院した。最近は100ｍ歩行すると両下肢と会陰

部にしびれが増し、さらに歩行を続けると失禁するようになっている。しかし、５分座っている

と症状は軽減し、消失することもあるという。

この患者に認められるのはどれか。

ａ下腿の筋固縮

ｂ上肢のしびれ

c膝蓋腿反射の冗進

．アキレス健反射の減弱

ｅ上腕二頭筋反射の充進

真正面像と胸腔穿刺の内容を示す。

まず行うのはどれか。

ａ禁食

ｂ緊急開胸術

ｃ利尿薬投与

ｄ抗菌薬投与

ｅ副腎ステロイＦ薬投与

胸部エックス線写真正面像

舜霊蝿蒋騨癖雰
一可１
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垂偽睦畠

次に行う検査として正しいのはどれか。

ａ脳波

ｂ脳血管造影

ｃ頚部表在超音波

ｄ座位胸部エックス線

ｅ頭部エックス線ＣＴ

『
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－２０１－２６－
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篭

５４８０歳の男性。横断歩道を歩行中、右折してきた車と接触し受傷した。搬送時､呼吸数20/分､整。

血圧132/76ｍｍＨｇ･痛み刺激で開眼せず、四肢をわずかに動かした。瞳孔は両側とも3.5ｍｍ大で

あり、対光反射は両側とも迅速であった。来院時の頚椎エックス線写真を示す。

－２０１－２５－
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胸腔穿刺の内容

５６４歳の男児。顔色不良と、動くとすぐにしゃがみ込んでしまうことを心配して来院。乳児期に

は激しく泣いた時に気を失うことがあった。

疑うべき疾患はどれか。

ａ心房中隔欠損症

ｂ心内膜床欠損症

ｃ心室中隔欠損症

ｄファロー四徴症

ｅ動脈管開存症

頚椎エックス線写真
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５９２４歳の男性。耳鼻咽喉科で中耳炎と診断され、処方された抗菌薬を服用した。３０分後に顔面の

腫脹感と全身の掻捧感を自覚した。自力で来院したが、顔面の紅潮と腫脹、口唇部の腫脹および

唄声が認められ、胸内苦悶を訴えたのち暇吐した。体温35.8℃、呼吸数24/分、脈拍110/分、整。

血圧78/40ｍｍＨｇ･マスクでの酸素投与と静脈路確保を行った。

直ちに投与すべき薬品はどれか。

ａアトロピン

ｂエピネフリン

ｃアミノフイリン

ｄ重炭酸ナトリウム

ｅイソプロテレノール

５７８５歳の女性。７９歳時に夫と死別したのち、一人暮らしをしていた。８４歳ごろから近所の人に

様子がおかしいといわれていた。２か月前に買い物中に転倒し、右頭頂葉脳挫傷を疑われ、１週

間入院した。この間認知症を指摘され、退院後受診した専門病院で実施されたmini再mentalstate

…nnin月tion（ＭＭＳＥ）は20点（30点満点）で、donepesnを処方された。退院後娘が同居して様

子をみたところ一人暮らしは困難と判断し、１０日前に娘宅に引っ越した。今後の加療を希望して

当院を初診した。初診時やや反応が悪く、ＭＭＳＥ１０点と低下していた。同日撮影したMRIを示す。

正しい所見はどれか。２つ選べ。

ａ水頭症

I':、

ｂ脳挫傷

ｃ白質変性

ｄ硬膜下血腫

ｅ硬膜下水腫 ６０５４歳の男性。検診で尿潜血を指摘され当院を受診した。患者は無症状である。当院での超音波

勺団

検査を示す。

正しい処置はどれか。

ａ経過観察

ｂ腎煙造設術

ｃ腎部分切除術

ｄのう胞穿刺吸引

ｅ尿管カテーテル留置

ロヤ
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５８５８歳の女性。３か月前より左肘蓋の皮疹が出現した。副腎皮質ステロイド薬を外用していたが、

皮疹が拡大したため来院した。糖尿病のため治療を受けている。左肘蓋の写真を示す。

鎧ﾐ凡

超音波検査
この患者の爪甲の所見として予想されるのはどれかＣ

ａ横洲縦満

ｂ色素線条

ｃ点状陥凹

ｄ白濁肥厚

ｅ湾曲変形

Ｆ』巳画アコに．Ｐ脚Ｌ回

｜

．ま

－２０１－２８－－２０１－２７－

６１６歳の女児。就学時･健康診断で両眼の視力低下を指摘されたため来院した。既往に特記すべき

ことはない。視力は右0.5（0.6×十5.00,)、左0.4（０６×＋5.00,)。調節麻卿点眼後の屈折検査

は右十５．００，，左十5.00,．眼位は正位。固視の異常を認めない。細隙灯顕微鏡検査と眼底とに異

常を認めない。

診断はどれか。

ａ不正乱視

ｂ遠視性乱視

ｃ屈折異常弱視

ｄ調節性内斜視

ｅ間欠性外斜視

唖一
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左肘蓋の写真
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６２２４歳の女性。１週間前から口渇があり、水をよく飲むようになった。３～４日前から食欲不振

と悪心があり、昨朝、近医を受診した。点滴を受け帰宅したが、同日の夕方、少:冠の食物残置を

数回嘘吐し、その後しだいに意識低下したため搬送された。

入院時所見身長１６４ｃｍ、体重５１ｋｇ･呼吸数１０/分。脈拍110/分、整。血圧lOO/６４ｍｍＨｇ･

意識は傾眠。皮府、口腔粘膜は乾燥。貧血、黄痘はなし。胸腹部に異常なし。

尿所見：糖４＋、蛋白（－)、ケトン3-1‐

血液所見：白血球12,000、ヘモグロビン１５２９/dj、ヘマトクリツト５０％・血糖値824ｍｇ/dJ、

ＢＵＮ６２ｍｇ/dﾉ、Ｃｒ４．２ｍｇ/dJ、Ｎａｌ３４ｍＥｑ/ﾉ、Ｋ４２ｍＥｑ/J、Ｃａ９．６ｍｇ/dJ、ＩＰ３．２ｍｇ/dJ。

動脈_血液カスｐＨ７．１０、HCOJ8mEq/ﾉ、Ｐ０，９２torr。

まず行う治療はどれか。２つ選べ。

ａ血液透析

ｂ生理食塩水補液

ｃ重炭酸イオン静脈投与

ｄインスリン持続静脈投与

ｅグルコン酸カルシウム静脈投与

６３２３歳の女性。小学生時に心室中隔欠損症の診断を受けたが、短絡量が少なく治療の必要性はな

いと言われ、運動制限なく生活していた。結婚・妊娠前に検査を受けたいとの希望で来院した。

心臓超音波検査では、筋性中隔に左右短絡５％以下の心室中隔欠損孔を認めたが、他の異常は認

めなかった。

今後注意を促すべき心疾患はどれか。

aEisenmenger症候群

ｂ感染性心内膜炎

ｃ三尖弁閉鎖不全症

．僧帽弁閉鎖不全症

ｅ大動脈弁閉鎖不全症

－２０１－２９－
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